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第3章　
アルゼンチンの多文化共生政策……アルベルト松本　63
―隣国移民政策から日本の移民政策を考える

南山大学研究会での発表　2006.03.09
その後、マカオで開催されたFIEALC国
際学会でも発表し、各著者の発表や原稿
検討会を行って、2009年3月の刊行。
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この研究会には、三名の日系大使が自身の経験を踏まえて多文
化共生に対して発表し、教員や学生たちと活発な議論を繰広げ
た。その内容も掲載されている。この時期に、偶然とはいえ移
民によって国づくりをしてきた南米三ヶ国の大使が日系人であ
るということも大変興味深い出来事である。
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●多文化共生とは、互いに学び合い、妥協
し合い、交渉し合い、共有できるものを提
供し合うということでもあるが、一方的な
思い込みや実態を把握・反映していない理
念や、安易にその違いだけを強調するだけ
では、調和のとれた共生はありえない。

●外国人は独自文化を維持しながらも、自
ら移住した社会に順応していかなくてはな
らない部分もたくさんあり、摩擦や不公平
を体験しながらも、一つ一つの権利や社会
の制度的恩恵を活用しながら地域住民の仲
間として尊敬されるよう尽力するしかな
い。それが移民の宿命でもある。

ALBERTO MATSUMOTO


